
環境目的及び目標

作成：２０２３年３月３１日

１．省エネルギー

２．省資源

３．不要物削減

４．環境配慮製品

５．環境リスクの低減

６．環境意識向上

著しい環境側面及び緊急事態側面の
評価点低減 新評価方式による特定業務のＢＭ値見直し

生産高当たりの不要物総量を

　(2022年度実績比）　1％削減原単位における
不要物発生量の削減
2024年度：（2021年度実績比3%削減）

環境配慮製品の拡販・拡充

生産数量当たりの

総使用数量を原単位における
水資源使用量の削減
2024年度：（2021年度実績比3%削減） (2022年度実績比）　1％削減

生産高当たりの

総排出量を

(2022年度実績比）　１％削減
原単位における
ＣＯ2排出量の削減
2024年度：（2021年度実績比3%削減）

環境目的
環境目標

202３年度

全従業員への環境教育の実施

著しい環境側面及び緊急事態側面の

アセスメント評価

環境配慮製品売上　６億円

新規商品売上　４億円


